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　2000 年代以降、国内の有名メーカーや大手建設会社などにおいて、品質不
正問題が次々に明るみとなった。リコール隠し、無資格検査、検査データの改
ざん、それにもとづいた無告知での特別採用、原材料や製造工程の勝手な変更、
食品の原産地や銘柄の偽装など、さまざまなタイプの品質不正が発覚した。
　特に、2017 年から 2018 年にかけての自動車メーカーや鉄鋼メーカーの品質
不正事案発覚以来、日本を代表する大手企業において次々と同様の問題が発覚
し続けている。事案が発覚する度に、「ものづくり大国日本の信頼が揺らいだ」

「日本の製造業の凋落の現れだ」と、多数のメディアで取り上げられ、ネガテ
ィブに報道されてきた。
　このような報道があると、大企業であっても取引先からの信頼を失って売上
低迷の大きな要因となる。上場企業では大きく株価が下がり、いまだに戻りの
悪い企業も散見される。社長をはじめとしたトップマネジメントが辞任に追い
込まれる一方、あまり報道されてはいないが、不正に関与した現場部門の管理
職や担当者も責任を問われて左遷されたり、転職を余儀なくされたりすると聞
く。採用活動にも影を落とし、優秀な人材を獲得しにくくなり、もともと偏り
のあった従業員年齢構成がさらにいびつになって、社内の雰囲気が悪化する状
況も見られる。このように、品質不正の発覚は、当該企業に長期的なダメージ
を与え、競争力を奪うのである。
　本書執筆者の一人である古字は、危機管理コンサルタントとして品質不正の
連鎖的発覚を苦々しい気持ちで見てきた。コンサルタントとして駆け出しの頃、
食品企業における産地偽装や表示法令違反、自社ルール違反が次々発覚し、そ
の危機対応支援や、不正を発生させない組織づくりのお手伝いをしてきた。全
国で食品企業向けコンプライアンス研修会を何度も実施した。ただこのような
問題は、中小企業が多く内部統制が未熟な食品業界に特有のものかもしれない、

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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と何となく考えていた。
　しかしそうではなかった。納期に追い立てられる環境、サプライチェーン下
流からのプレッシャー、品質、検査部門の脆弱性、経験と勘と度胸（いわゆる
“ 現場の KKD”）があれば多少ルールを破っても構わないだろうという思い込み、
品質よりも利益を重視する経営者。
　もちろんこれはわが国固有の問題ではない。日系企業が進出するアジア諸国
や欧米のいわゆる “ 一流企業 ” でも、経営陣をも巻き込んださらに悪質な品質
不正が発生している（部品メーカーも関与したと言われている自動車メーカー
の排ガス不正問題はよい例である）。とはいえ、マーケティング下手で斜陽の
経済大国、と揶揄されてきたわが国では、品質こそプライドの源泉であり、最
後のよりどころであった。それなのに、これほど連続して不正が連続発覚して
しまうとは。自尊心のコアに傷がついてしまった以上、今後我々は一体何を誇
りにわが国の産業を発展させていけばよいのだろうか。自信をなくしている読
者も多いのではないだろうか。
　本書は、自らの会社を、あるいは日本の産業の今後を憂う読者諸氏とともに、
もう一度明るいモノづくりニッポンの未来を探していきたい、という想いから
執筆を始めたものである。もう一度、自分が作っている製品、提供しているサ
ービスにプライドを持てるように、それらがどんなふうに社会の役に立ってい
るのか、自分の家族や子供たちの笑顔に結びついているのか再認識してもらえ
るようにしたい。また、社風やコミュニケーションの改善、それによって品質
不正とは縁遠い職場づくりを進めている現場の方々の、そしてそれを支え続け
る品質部門の方々や経営者の方々の参考になればと願っている。そして、万が
一不正が発覚しても迅速対応で会社の信頼を守り、危機を乗り越える助けにな
りたい。そのような想いのもと、本書には筆者たちの品質不正予防や危機管理
に関するコンサルティング経験、そしてそこで獲得した知識を詰め込んだ。ま
た、実際に一社員として自社の品質不正事案に遭遇し、大変な苦労を経験した
方々、そしてその家族の実話も盛り込んでいる。
　地道な努力も方向性を間違っては十分な効果が発揮できない。品質不正を予
防する毎日の取組みと、万が一の際に参考になる手順について、さまざまなヒ
ントを盛り込んだと思っている。ぜひ本書を参考に、品質不正が自社でも起こ
り得る（あるいはすでに起こっている）ことを再認識し、“ 自分ごと ” として

はじめに
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はじめに

日々の品質コンプライアンスの取組みをバージョンアップしていただきたいと
考える。そして、これによってあなたの会社の明るい未来を、ひいてはモノづ
くりニッポンの明るい未来を、切り開いていこう。

2024 年 9 月

著者を代表して　
　　古字　朗人
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2.4　不正のトライアングルを品質不正にあてはめる

品質不正にかかわる想定ケース

第3章

　過去に起こった品質不正事例を見ていると、事例によってさまざまな視点、
背景、要因があり、品質不正に至っていることがわかる。そこで本章では、過
去のさまざまな品質不正事例を参考として、各事例で確認されたさまざまな背
景、原因要素を織り込んだ想定ケース（表 3.1）を作成し、これについて解説す
る。

表 3.1　想定ケースとポイント（1/2）

No. 想定ケース 不正に至る背景、原因のポイント

1 自動車部品メーカーによる
検査データ改ざん

⑴ 検査結果を容易に修正できる環境
⑵ 現場作業員に任せきりの体制
⑶ 上長とのコミュニケーションの問題
⑷ 社内品質監査の形骸化

2 電気ケーブル製品メーカー
によるUL規格違反

⑴ 意図的な不正マスターサンプルの作成
⑵ 定常化した不正運用
⑶ 認証規格制度などへの理解不足
⑷ 不正を容認する企業の風土

3 金属加工メーカーによる
仕様逸脱

⑴ 「安全や機能に問題ない」という誤解
⑵ 企業トップのコンプラ意識の欠如
⑶ 他社からの受注奪取のプレッシャー

4 日用品メーカーによる検査
データのねつ造

⑴ 架空の検査結果でデータをねつ造
⑵ 不正のためのプログラム作成
⑶ 品質保証部が不正を主導
⑷ 品質保証部が製造部門の中にある

5 樹脂成型メーカーによる
開発不正

⑴ 開発時点での不正問題
⑵ 顧客からの過剰な要求
⑶ 他部門とのコミュニケーション不全から生

じる弊害

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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第3章　品質不正にかかわる想定ケース

3.1　想定ケースNo.1：
	 自動車部品メーカーによる検査データ改ざん
�����ɹఆέʔε/P�� ͷ֓ཁ

　自動車用部品を製造しているメーカーである A 社の製品において、「製
品の検査値を改ざんしている」とする内部通報があった。社内にて詳細調
査を行った結果、一部樹脂製品にて物性に関する検査結果を「修正」して
いることが判明した（図 3.1）。
　現場の検査員に対してヒアリング調査を行った結果、「納期がある中で
焦りがあった。しかし、普段から上長に相談しても聞く耳を傾けてもらえ
なかった」との証言を得た。このことから、本件においても相談はできず、
多少の修正であれば問題ないと自身で判断し、その結果不正行為を行って
しまっていた」ということが判明した。検査員の上長にも確認したが、

「自分としては相談にのっていたつもりであったが、何度かは少し冷たい

表 3.1　想定ケースとポイント（2/2）

No. 想定ケース 不正に至る背景、原因のポイント

6 電子部品メーカーによる不
適合品納品

⑴ 過剰な増産は要注意
⑵ 設備の更新不足で現場負荷が増加
⑶ 不適合品のすくい上げ
⑷ 社長や役員の売上至上主義の考え方

7 化学原料メーカーによる検
査不正

⑴ 検査システムの抜け道の悪用
⑵ 品質保証・品質管理部門の業務ひっ迫
⑶ 引き継がれる不正行動
⑷ 人事の固定

8 おもちゃメーカーによる
ST基準違反

⑴ 業界任意規格への意識
⑵ 部材のサイレントチェンジ
⑶ 過去データの流用
⑷ 品質保証部品質保証部長の品質意識

9 産業用設備メーカーによる
利益優先

⑴ 減産による品質意識の軽視
⑵ 営業部門としての品質意識
⑶ 部門間のコミュニケーション欠如

10 食品の産地偽装 ※悪質性の高い意図的な不正事例について、
参考としての紹介

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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3.1　想定ケースNo.1：自動車部品メーカーによる検査データ改ざん

態度で接したことはあったかもしれない」という認識であることが確認さ
れた。
　さらに実運用状態を確認した結果、検査員が測定した結果を PCで作成
した検査成績書に手入力し、そのまま客先に提出している状態だった。手
順書（規定）上は、検査員が入力したものを上長が確認して客先へ提出する
ルールであったが、実際には検査員の力量を信じ、これを誰もチェックす
ることなく客先に提示していた。
　また、社内にて品質の監査が年間計画の中で実施されることとなってお
り、毎年行われていた。しかし監査の内容は、細かい作業内容やそれに対
する規定との合致状況を確認するものではなく、主に管理上の問題のみを
確認するものであった。さらに、毎年恒例ということで監査自体も形骸化
していた。実際に監査を行った担当者に対してヒアリングをした結果、監
査では表面上の管理状態のみを確認しており、工場側の対応者に対しても

「問題ないよね？　去年から特に変わったことはないよね？」といった形
で、問題がないことを前提とするような確認の仕方をしていた。

�����ɹέʔε/P��ɿʮࠪݕσʔλվ͟ΜʯͷϙΠϯτ
⑴　検査結果を容易に修正できる環境
　本想定ケースにおいては、製品の検査結果を、検査員が手入力としていたこ
とで、不正が容易に行われるような環境となっていた。データのインプットが
手入力であると、検査員は自由に検査結果を入力することができてしまうため、
いくらでもデータの改ざんが可能となるという典型的なケースとなっている。

図 3.1　検査結果改ざんが内部通報された

内部通報
窓口

11.5→10.011.5→10.011.5→10.0

上書き保存

無断使用をお断りします。日科技連出版社



18

第3章　品質不正にかかわる想定ケース

不正のトライアングルで言う「機会」が生じている状態である。
　通常検査員教育を受け、検査員認定を持っている検査員であれば、たとえ手
入力での検査フォームであったとしても、適切なデータを入力するはずである。
しかし、焦りやミスなど、何か心理的な要因が働いた場合には、自分の中の悪
魔が天使に打ち勝ってしまい、結果、このような不正に手を染めてしまうこと
になる。
　実際の品質不正事案の中でも、本想定ケースのように、検査データのインプ
ットが手入力であるがゆえに改ざんが手軽に行えてしまっているという事例が
多く存在している。実務的な仕組みとして第一にテコ入れが必要な部分である

（対策については、p.65「4.4　不正防止のための検査システムの構築」参照）。
　　
⑵　現場作業員に任せきりの体制
　現場の作業者がどんなに頼れる人であったとしても、管理上、チェックは絶
対に必要である。今回のケースにおいては、特に現場の検査員がベテランで、
過去からの実績、経験もあるという想定としているが、実際の不正事案におい
ても、同様の場合に起こりがちな事象である。すなわち「この人であれば大丈
夫だろう」「安心して任せられる」というような状態となっている場合である。
しかし、ここに盲点が潜んでいる。実績と信頼があるがゆえに、「自分が不正
をしてもバレないだろう」「不正をしても疑われることはないだろう」「どうせ
チェックしないだろう」という思考に陥ってしまうこともある。どんなに実績
があり信頼のおける作業者であっても、第三者のチェックは重要であり、その
ステップを仕組みとして組み込む必要がある。
　平時であれば、単純なミスや誤記などについてチェックし、検査内容や結果
に対する懸念点などをアドバイスすることが主軸となる。他方、品質不正とい
う観点においては、多少見るポイントを変える必要がある。この確認ポイント
の詳細については、第 4 章の対策にて示すこととする（対策については p.61

「4.3　品質不正をチェックする監査」参照）。

⑶　上長とのコミュニケーションの問題
　前段で紹介した 2 つのポイントにも関連する内容であるが、上長へ相談をし
なかったことが品質不正の原因となっている状況が実案件でも多く確認されて
いる。「話しても聞いてもらえない」「否定される」「どうせ言っても何も変わ

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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